
全国大学附属農場協議会・日本学術会議農学分科会主催教育シンポジウム 	

平成27年5月22日（金）13:30～17:00	 

場所　日本学術会議講堂	  
　　　　東京都　千代田線「乃木坂」駅５出口 	

開会の挨拶  大杉 立　（日本学術会議第二部会員・東京大学大学院教授）	  
講演　 司会　玉置雅彦　（全国大学附属農場協議会副会長・明治大学教授） 　　	

(1) 大学と農場	
　　田島淳史　（全国大学附属農場協議会会長・筑波大学教授）	

(2) 農林水産省における食育の取組	
　　道野英司　（農林水産省消費・安全局消費者情報官）	
(3) 大学で学ぶ農学とは？—農学分野の参照基準について−	

　　奥野員敏 （日本学術会議連携会員・農学分野の参照基準検討分科会委員）	
(4) 中部高冷地域における農業教育共同利用拠点—高冷地野菜と畜産を	

　　　組み合わせたフィールド教育−	
　　濱野光市 （信州大学教授）	
(5) 農場と食卓をつなぐフィールド教育拠点	

　　大山憲二 （神戸大学教授）	
(6) 九州畜産地域における産業動物教育拠点	

　　 小林郁雄 （宮崎大学准教授）	
パネルディスカッション　	  
	  	  	  	  	  	  	  	  進行　長尾慶和 （宇都宮大学教授）	

閉会の挨拶 嶋田 透 （日本学術会議第二部会員・東京大学大学院教授）　	  
オブザーバー参加：　あべ俊子農林水産副大臣	

参加費無料！直接参加可能ですが配布資料の準備の都合上、事前に参加希望をお知らせいただけると幸いです。	
問い合わせ先　全国大学附属農場協議会	  (h$p://www.geoci/es.co.jp/jufc1949/index.html	  )	  教育シンポジウム担当幹事	
西脇 亜也（宮崎大学農学部附属フィールド科学教育研究センター） 〒889-2192　宮崎市学園木花台西1-1　	
　Tel	  0985-‐58-‐7789  代表：58-‐7154	  　Fax:	  58-‐7157　E-‐mail:　nishiwaki@cc.miyazaki-‐u.ac.jp	  
主催　全国大学附属農場協議会、日本学術会議農学委員会農学分科会	 後援　農林水産省	 
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全国大学附属農場協議会・日本学術会議農学委員会農学分科会主催	 公開シンポジウム	 	 

｢農学の現状と大学附属農場等の果たすべき役割｣	 

平成 27 年 5 月 22 日（金）13:30～17:00	 

会場	 日本学術会議講堂（東京都六本木 7-22-34、千代田線「乃木坂」駅５出口） 
主催	 全国大学附属農場協議会、日本学術会議農学委員会農学分科会	 後援	 農林水産省	 

農学は人類の生活の糧を担う学問であり、大学附属農場は大学における農学教育にとってきわめて重要な

役割を果たしてきた。現代の農学は、食料生産だけでなく、食品加工や流通、生命・ゲノム、環境、水資源・

再生可能エネルギーなどを教育研究対象とするため、グローバルな視点と地域の特性に対応した実践力が必

要となる。実践科学である農学の教育には、教室や実験室だけでは不十分であり、大学内の農業現場である

大学附属農場における高度に実践的な教育が不可欠である。また、近年のデジタル技術の発展に伴い、大学

農場におけるアナログな作業による体験的教育環境には、農学分野に留まらない多面的な活用が期待されて

いる。しかしながら、先端科学に舵を切った農学の煽りを受けて、人的予算的に縮小傾向となる大学附属農

場も多く、将来が危惧される現状となっている。その一方で、大学と大学附属農場が積極的な改革を行い、

新たな農学教育の実践や教育共同利用拠点形成を進める動きも活発化している。このような状況を踏まえ、

農学教育の現状と大学附属農場等の果たすべき新しい役割について多くの方々とともに考えたい。	 

プログラム	 

次第：（全体進行：玉置雅彦	 全国大学附属農場協議会副会長、明治大学教授）	 

Ⅰ	 開会挨拶	 (13：30)	 	 

	 	 	 大杉	 立（日本学術会議第二部会員農学委員会農学分科会委員長、東京大学大学院	 

	 	 	 	 	 	 	 	 農学生命科学研究科教授）	 

Ⅱ	 大学附属農場協議会活動報告：｢大学と農場｣（13：35～14：00	 ）	 

	 	 	 田島淳史（全国大学附属農場協議会会長、筑波大学農林技術センター教授）	 

Ⅲ	 講演（14：00～16：15、講演 20 分＋質疑 5 分）	 

１）農林水産省における食育の取組	 

	 	 	 道野英司（農林水産省消費・安全局消費者情報官）	 

２）大学で学ぶ農学とは？—農学分野の参照基準について−	 

	 	 	 	 奥野員敏（日本学術会議連携会員、農学分野の参照基準検討分科会委員、前筑波大学教授）	 

	 —	 休	 憩	 —	 14:50	 〜	 15:00	 

３）中部高冷地域における農業教育共同利用拠点—高冷地野菜と畜産を組み合わせたフィールド教育−	 	 

	 	 	 濱野光市（信州大学農学部教授）	 

４）農場と食卓をつなぐフィールド教育拠点	 

	 	 	 大山憲二（神戸大学農学部教授）	 

５）九州畜産地域における産業動物教育拠点	 

	 	 	 小林郁雄（宮崎大学農学部准教授）	 

	 —	 休	 憩	 —	 16:15〜	 16:25	 

Ⅳ	 パネルディスカッション（16：25～16：55）（座長：長尾慶和	 宇都宮大学農学部教授）	 

Ⅴ	 閉会挨拶（16：55）	 

	 	 	 嶋田	 透（全国大学附属農場協議会副会長、日本学術会議第二部会員、東京大学大学院	 

	 	 	 	 	 	 	 農学生命科学研究科教授）	 

オブザーバー参加：	 あべ俊子農林水産副大臣	 

参加費無料！直接参加可能ですが事前に参加希望をお知らせいただけると幸いです。 
問い合わせ先	 全国大学附属農場協議会 教育シンポジウム担当幹事 
西脇 亜也（宮崎大学農学部附属フィールド科学教育研究センター）〒889-2192	 宮崎市学園木花台西 1-1	  
	 Tel 0985-58-7789  代表：58-7154 	 Fax: 58-7157	 E-mail:	 nishiwaki@cc.miyazaki-u.ac.jp 
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